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ポイント 
県の担当者、富士土木事務所、建物所有者とともに、富士宮市が現

場調査に行ってきました。 

（要旨） 

富士山五合目レストハウスは民間所有施設ですが、売店、展望台、トイレなどを備え

た富士山観光の重要な拠点施設です。 

この火災につきましては、４月２日、警察と消防により現場検証が行われました。 

さらに、富士宮市では、昨日、静岡県の担当者、富士土木事務所、所有者らとともに、

今年の富士山開山に向けて、安全対策に関する現場調査を行いました。 

富士山５合目レストハウス建物の構造で、鉄筋コンクリート造り２階建てとなってお

り、１階が食堂、２階が売店、さらに屋上部分は、登山者や観光客が景色を眺め、休憩

するような平場としての機能があります。 

市の現地調査で確認したところ、２階部分は全焼、１階部分は焼けて黒くなった部分

は無いような状況でした。しかし、２階の被災状況から、レストハウスは、建物として

使用できる状況ではなく、さらに、屋上部分も、安全管理上、立ち入りを禁止しなけれ

ばならない状況であると判断しています。 

現在、静岡県とともに、富士山スカイライン開通と富士山開山に向けて、課題を整理

し、その対応を検討しているところであります。 

なお、平成２９年に、富士山５合目の新たな施設についての検討を静岡県知事に要望

した経緯がありますが、このような状況となった今、改めて、静岡県知事を訪問し、５

合目施設について、建設の検討を要望したいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

 


